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スイッチング機能が発現した後、
海水において、半年で90%程度の
生分解性能を有する新たなバイオ
マス海洋生分解性プラスチック材
料を、３種類以上創出。

５種類以上のスイッチング機能の
開発と、これを組み込んだ３種類
以上の海洋生分解性プラスチック
材料の創出。
企業サテライトチームの構築と、
研究データに基づく社会実装推進。

５種類以上のスイッチング機能の実
証。4種類以上のスイッチ機能を組
み込むことのできるバイオマス生分
解性基盤樹脂の合成技術の確立。

群馬大学、東京大学、東京工業大学、理化学研究所、海洋研究開発機構

本研究開発プロジェクトでは、海洋プラスチックゴミに関わる課題を克服し、ムーンショット
目標4「Clean Earth」を実現する「生分解開始スイッチ機能を有する海洋分解性プラスチック」
の開発を目指す。本プロジェクトは以下の5つの開発項目で構成される。

項目1：開発する海洋生分解性樹脂の様々な分野への展開を目指して、「生分解開始スイッ
チ」を組み込むための多様な機能および物性を持った新しい生分解性基盤樹脂の開発を行う。

項目2：生分解性プラスチックの分解開始時期を完全制御するため、海洋環境およびその他の
環境において、使用中は非分解性プラスチックと同様に物性低下がなく、材料の逸失後あるいは
材料の海洋流出後に分解を開始させる、「生分解開始スイッチ」の開発を行う。

項目3：海洋環境において、材料の生
分解開始スイッチがオンになった後、
速やかな、かつ安定した生分解速度を
発現するための生分解速度制御技術を
開発する。

項目4：開発する新しい生分解性プラ
スチックの海洋環境での生分解性を検
証し、また、材料設計に資する海洋生
分解性の基礎データを各項目へフィー
ドバックする。

項目5：社会実装に向けた新しい製品
を創出するため、要素技術の複合化に
よる研究開発を行う。

図. MSプロジェクトの研究開発概略およびこれを通して
実現を目指す資源循環


